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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年9月30日(2021.9.30)

【公表番号】特表2020-531587(P2020-531587A)
【公表日】令和2年11月5日(2020.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2020-045
【出願番号】特願2020-532849(P2020-532849)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  38/39     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/015    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/07     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/047    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/202    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/01     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/22     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ  33/155    (2016.01)
   Ａ２３Ｌ  33/10     (2016.01)
   Ａ２３Ｌ  33/18     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   38/39     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/015    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/07     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/047    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/202    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/01     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/22     　　　　
   Ａ６１Ｐ   19/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   27/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｐ    3/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ２３Ｌ   33/155    　　　　
   Ａ２３Ｌ   33/10     　　　　
   Ａ２３Ｌ   33/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年8月19日(2021.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　ビタミンＡ、カロテノイドまたはそれらの混合物と組み合わされたＩＩ型コラーゲン源
を含む組成物。
【請求項２】
　経口摂取するための栄養サプリメントを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　皮膚に適用するための局所組成物を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　ＩＩ型コラーゲン源が、非変性ＩＩ型コラーゲンを含む、請求項１から３のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項５】
　ＩＩ型コラーゲン源が、変性（加水分解）ＩＩ型コラーゲンを含む、請求項１から３の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　栄養サプリメントが、個別投薬器の形態である、請求項１から５のいずれか一項に記載
の組成物。
【請求項７】
　投薬器が、錠剤、カプセル剤、粉末剤などを含む、請求項４または５に記載の組成物。
【請求項８】
　ＩＩ型コラーゲン源が、ビタミンＡと組み合わされ、ビタミンＡがレチノールまたはレ
チニルエステルを含む、請求項１から７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　ＩＩ型コラーゲンが、カロテノイドと組み合わされる、請求項１から７のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１０】
　カロテノイドが、ベータ－カロテン、アルファ－カロテン、ベータ－クリプトキサンチ
ンもしくはそれらの混合物を含むか、またはベータ－カロテン、アルファ－カロテン、ベ
ータ－クリプトキサンチンもしくはそれらの混合物へ変換される前駆体を含む、請求項９
に記載の組成物。
【請求項１１】
　カロテノイドが、ゼアキサンチン、リコピン、クロセチンもしくはそれらの混合物を含
むか、またはゼアキサンチン、リコピン、クロセチンもしくはそれらの混合物へ変換され
る前駆体を含む、請求項９に記載の組成物。
【請求項１２】
　カロテノイドが、ルテインを含むか、またはルテインへ変換される前駆体を含む、請求
項９に記載の組成物。
【請求項１３】
　個別投薬器が、約１ｍｇ～約１５，０００ｍｇ、例えば、約２０ｍｇ～約１００ｍｇの
ＩＩ型コラーゲンを含有する、請求項６または７に記載の組成物。
【請求項１４】
　ＩＩ型コラーゲン源が、ビタミンＡと組み合わされ、ビタミンＡが、約１００マイクロ
グラム～約５０００マイクログラムの量でそれぞれの投薬器中に存在する、請求項６、７
または１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　ＩＩ型コラーゲンが、カロテノイドと組み合わされ、カロテノイドが、約０．５ｍｇ～
約１０００ｍｇ、例えば、約１ｍｇ～約１５０ｍｇの量でそれぞれの投薬器中に存在する
、請求項６、７または１３に記載の組成物。
【請求項１６】
　非変性ＩＩ型コラーゲン源が、カロテノイドと組み合わされ、ＩＩ型コラーゲン源が、
カロテノイドに対して、添加されるＩＩ型コラーゲン源の最低量が約２：１～約１：１，
０００の重量比、および添加されるＩＩ型コラーゲン源の最高量が約２，０００：１～約
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１：１の重量比で組成物中に存在する、請求項１から１５のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項１７】
　加水分解（変性）ＩＩ型コラーゲン源が、カロテノイドと組み合わされ、ＩＩ型コラー
ゲン源が、カロテノイドに対して、添加されるＩＩ型コラーゲン源の最低量が約２：１～
約１：１，０００の重量比、および添加されるＩＩ型コラーゲン源の最高量が約３０，０
００：１～約１５：１の重量比で組成物中に存在する、請求項１から１６のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１８】
　非変性ＩＩ型コラーゲン源が、ビタミンＡと組み合わされ、ＩＩ型コラーゲン源が、ビ
タミンＡに対して、添加されるＩＩ型コラーゲン源の最低量が約１０：１～約１：５の重
量比、および添加されるＩＩ型コラーゲン源の最高量が約５０００：１～約１００：１の
重量比で組成物中に存在する、請求項１から１４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１９】
　加水分解（変性）ＩＩ型コラーゲンが、ビタミンＡと組み合わされ、ＩＩ型コラーゲン
源が、ビタミンＡに対して、添加されるＩＩ型コラーゲン源の最低量が約１０：１～約１
：５の重量比、および添加されるＩＩ型コラーゲン源の最高量が約１５０，０００：１～
約３，０００：１の重量比で組成物中に存在する、請求項１から１４のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項２０】
　哺乳動物における関節痛を処置するための組成物であって、ビタミンＡ、カロテノイド
もしくはそれらの混合物と組み合わされた非変性または加水分解ＩＩ型コラーゲンを、健
常個体、ならびに膝および他の関節の関節炎を有する個体の両方における関節痛を低減す
る治療有効量で含む、組成物。
【請求項２１】
　経口的に摂取される、請求項２０に記載の組成物。
【請求項２２】
　ＩＩ型コラーゲンが、ビタミンＡと組み合わされ、ビタミンＡが、レチノール、レチニ
ルエステルまたはそれらの組み合わせを含む、請求項２０または２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　ＩＩ型コラーゲンが、カロテノイドと組み合わされる、請求項２０または２１に記載の
組成物。
【請求項２４】
　カロテノイドが、ベータ－カロテン、アルファ－カロテン、ベータ－クリプトキサンチ
ン、ゼアキサンチン、リコピン、クロセチンまたはそれらの混合物を含む、請求項２３に
記載の組成物。
【請求項２５】
　カロテノイドが、ルテインを含む、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２６】
　組成物が、個別投薬器の形態であり、それぞれの個別投薬器が、約１ｍｇ～約１５，０
００ｍｇ、例えば、約２０ｍｇ～約２００ｍｇの量のＩＩ型コラーゲンを含有し、ビタミ
ンＡが組成物中に存在する場合、それぞれの投薬器が、約１００マイクログラム～約５０
００マイクログラムの量でビタミンＡを含有し、組成物がカロテノイドを含有する場合、
カロテノイドが、約０．５ｍｇ～約１０００ｍｇ、例えば、約１ｍｇ～約１５０ｍｇの量
で投薬器中に存在する、請求項２０から２５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２７】
　哺乳動物における眼の病気を処置するための組成物であって、ビタミンＡ、カロテノイ
ドもしくはそれらの混合物と組み合わされた非変性または加水分解ＩＩ型コラーゲン源を
、眼の健康を改善する治療有効量で含む組成物。
【請求項２８】
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　経口的に摂取される、請求項２７に記載の組成物。
【請求項２９】
　ＩＩ型コラーゲンが、ビタミンＡと組み合わされ、ビタミンＡが、レチノール、レチニ
ルエステルまたはそれらの組み合わせを含む、請求項２７または２８に記載の組成物。
【請求項３０】
　ＩＩ型コラーゲンが、カロテノイドと組み合わされる、請求項２７または２８に記載の
組成物。
【請求項３１】
　カロテノイドが、ベータ－カロテン、アルファ－カロテン、ベータ－クリプトキサンチ
ン、ゼアキサンチン、リコピン、クロセチンまたはそれらの混合物を含む、請求項３０に
記載の組成物。
【請求項３２】
　カロテノイドが、ルテインを含む、請求項３０に記載の組成物。
【請求項３３】
　組成物が、個別投薬器の形態であり、それぞれの個別投薬器が、約１ｍｇ～約１５，０
００ｍｇ、例えば、約２０ｍｇ～約２００ｍｇの量のＩＩ型コラーゲンを含有し、ビタミ
ンＡが組成物中に存在する場合、それぞれの投薬器が、約１００マイクログラム～約５０
００マイクログラムの量でビタミンＡを含有し、組成物がカロテノイドを含有する場合、
カロテノイドが、約０．５ｍｇ～約１０００ｍｇ、例えば、約１ｍｇ～約１５０ｍｇの量
で投薬器中に存在する、請求項２７から３２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項３４】
　哺乳動物における脳の健康をサポートするための組成物であって、ビタミンＡ、カロテ
ノイドもしくはそれらの混合物と組み合わされた非変性または加水分解（変性）ＩＩ型コ
ラーゲン源を、脳の健康を改善する治療有効量で含む組成物。
【請求項３５】
　経口的に摂取される、請求項３４に記載の組成物。 
【請求項３６】
　ＩＩ型コラーゲンが、ビタミンＡと組み合わされ、ビタミンＡが、レチノール、レチニ
ルエステルまたはそれらの組み合わせを含む、請求項３４または３５に記載の組成物。
【請求項３７】
　ＩＩ型コラーゲンが、カロテノイドと組み合わされる、請求項３４または３５に記載の
組成物。
【請求項３８】
　カロテノイドが、ベータ－カロテン、アルファ－カロテン、ベータ－クリプトキサンチ
ン、ゼアキサンチン、リコピン、クロセチンまたはそれらの混合物を含む、請求項３７に
記載の組成物。
【請求項３９】
　カロテノイドが、ルテインを含む、請求項３７に記載の組成物。
【請求項４０】
　組成物が、個別投薬器の形態であり、それぞれの個別投薬器が、約１ｍｇ～約１５，０
００ｍｇ、例えば、約２０ｍｇ～約２００ｍｇの量のＩＩ型コラーゲンを含有し、ビタミ
ンＡが組成物中に存在する場合、それぞれの投薬器が、約１００マイクログラム～約５０
００マイクログラムの量でビタミンＡを含有し、組成物がカロテノイドを含有する場合、
カロテノイドが、約０．５ｍｇ～約１０００ｍｇ、例えば、約１ｍｇ～約１５０ｍｇの量
で投薬器中に存在する、請求項３４から３９のいずれか一項に記載の組成物。
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